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2023年12月のAnesthesiology Podcastまでようこ
そ。私は、ジム・ラスメルで、
共同編集長です。今月のハイライトを紹介しま
す。今月は、遺伝子変異と
それによる術後痛への影響についてのレビュー、
無痛分娩が母体への
輸血率を減少させるかが入っています。他の研究
として、黒人と白人で、
根拠に基づく周術期の戦略経路を比較するこ
と、ARDSの患者に対する
PEEPタイトレーションを紹介します。今月の焦点
となる臨床レビューは、

酸塩基平衡障害に対するベットサイドでの生理化学的なアプロー
チ、
心臓外科手術に伴う急性腎障害の治療に注目します。
それでは、術後痛から始めます。外科手術を受けた患者の80％が経
験する合併症
です。術後に強い痛みを感じた患者は、持続的な痛みに進展する傾
向にあり、
麻薬使用に繋がる傾向が高いです。術後痛に関与する遺伝的要因に
ついては
ほとんど知られていません。ミシガン大学医学部のステファン・フ
ランガキスは、
術後痛に関連する遺伝子変異の系統的レビューを発表しました。
 
163の研究の中から、術後急性痛や慢性痛のある患者の129の単独
遺伝子と
594の遺伝子変異を評価しました。７つの遺伝子変異に対して、メ
タ解析が
実施されました。結果、唯一、２つの対立遺伝子が、術後痛に関与
することが
判明しました。痛みの遺伝学は、人の想像を超えた複雑なもので
あると、
カロリーナ・メロトが関連論説で書いてます。彼女は、術後痛の遺
伝学について
多くの蓋がありますと結論づけています。この記事は無料で読めま
すし、著者の
Podcastを聴いてみてください。
次の話題もまた痛みに焦点を当てまして、とくに無痛についてで
す。分娩時の
痛みを緩和させる最も有効な手段についてです。無痛分娩は、母体
輸血に導く
産後出血率を軽減させるかもしれないと示唆されています。コロン
ビア大学
ヴァジェロス医学校の内科医で外科医でもあるジーン・グリエルミ
ノッティは
無痛分娩は、母体輸血率を軽減すると仮説を立てました。彼ら
は、50州から
経膣分娩と帝王切開の1200万分娩を解析しました。結果、無痛分
娩は、
母体輸血率軽減と関連することを発見しました。輸血率についての
影響は、経膣分娩
より帝王切開時時で明白でした。
つまり、無痛分娩は、とくに帝王切開時に母体の輸血率を軽減させ
ることに
関連することが示唆されました。編集委員のメリーサ・バウアーや
リンジー・
アドモンは、グリエルミノッティらは長いこと、気になっているこ
とを証明
してくれたと述べています。グリエルミノッティらは、無痛分娩
は、
望んだ全ての妊婦に提供すべきあるが、現在は大きな格差が生じ
ている
と強調しています。この記事は無料で読めます。この記事をさら
に深掘り
したい場合には、著者のpodcastをお聞きください。
続いて、ARDSに対する人工呼吸に着目します。PEEPの役割は不明確
であり、
高いPEEPか低いPEEPのどちらが良いかを支持する確固たる証拠が
不足して
います。サクロ・クオーレ・カトリック大学のドメニコ・ルカ・グ
リコは、

COVID-19による中等度から重症のARDSに陥った患者に対する生理
学的研究
を発表しました。彼らは、従来通りにテストされたPEEPレベルを超
えて、　
リクルートメント・インフレーション比（R/I比）を決めるべく調
べた。
20名のCOVID-19によるARDS患者が、肺リクルートメントによる減
衰性の
PEEP付加を実施された。窒素希釈による呼吸力学と呼気終末時の
肺容量を
それぞれのPEEP付加状態の最後に測定された。結果、彼らは肺全体
及び　　　　 
肺胞レベルのR/I比は、PEEPによる変化を正確に概算することを発
見しました。
編集委員のティロ・ウィンクラーとマルセロ・アマトは、本研究で
報告された
肺容量の違いは、より慎重なPEEPタイトレーションである
であることを示していることを述べている。
続いて、麻薬性鎮痛薬のオリセリジンに着目します。ミュー受容体
作動薬の
当薬は、ベータアレスチンシグナル伝達に優先して、Gタンパク質
共役受容体
シグナル伝達経路に関与する従来の麻薬と比較して、麻薬による認
知機能低下
を含む多くの副作用の発現に関与しているという。オリセリジン
は、麻薬による
認知機能低下を減らすなど、モルヒネを超える利点を与えるかもし
れません。
初期段階の臨床薬研究を扱う独立機関であるCHDRのローレンス・
モスは、
オリセリジンとモルヒネによる認知機能低下を比較するために援助
しました。
プラセボ対照二重盲検のランダム比較試験を20名のボランティアに
対して実施しました。
参加者は、別々の3日でテストされ、5つの治療、つまりプラセボ、
オリセリジン
1 mg、3 mg、モルヒネ5 mg、10 mgのうちの一つをそれぞれの日に
受けました。
検査用サンプルは、薬剤投与前と投与後720分までの幾つかの間隔
で
取得されました。参加者全て、認知機能を測定されました。結果、
オリセリジンは
鎮痛と認知機能を考慮した際、モルヒネを超える安全性を持った薬
剤であることが示唆されました。
健康管理における人種的格差は、最近になってより明らかになって
きた。黒人
患者は白人患者と比較して、根拠に基づく周術期の戦略経路を受け
ることが稀
であります。これは、黒人患者が主要合併症、死亡率、長期入院へ
のリスクが
高いことが示唆されています。ホスピタル・フォー・スペシャル・
サージェリーの
ジャビン・リーは、根拠に基づく周術期の戦略経路の使用は全ての
人種間で
広がれば、結果として人種格差が減少するという仮説を立てまし
た。彼らは、
2006年から2021年までに下肢人工関節置換術を受けた330万人を超
える患者を
解析しました。結果、根拠に基づく周術期の戦略経路の使用
は、2012年に
全ての人種間で広がり出したが、2019年には平衡状態に達したこと
を発見しました。
しかしこの解析で、黒人患者は白人患者と比較してより低い根拠に
基づく周術
期の戦略経路を受けていたことが判明しました。黒人患者は、主要
合併症、
死亡率、長期入院の比率が高いことが示され、改善の余地があるこ
とを意味しました。

今月の基礎科学記事として、ベットサイドツールとしての電気的イ
ンピーダンス・トモグラフィー（EIT）
について着目します。EITは、肺の領域における換気と血流を評価
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するために電気抵抗
を測定する方法です。ARDSの進展度合いや治療の情報を教えてく
れるツールに
なり得る検査法です。カリフォルニア大学サンフランシスコ校ケ
ビン・マーティンは
人のARDSに共通した肺障害を作成した11体のヨークシャー豚を
使用して
人工呼吸下にしました。2時間後及び24時間後の2度に渡っ
て、EITとCT灌流画像
を撮影しました。EITとCT灌流画像は、肺障害の段階や増加した
PEEPに 
合わせた灌流再分布を示しました。この結果、ARDSモデルにおい
て、EITは
CT灌流画像とほぼ同等であることを示唆しました。編集委員である
クリスチャン・プテンセンとステファン・レオンハートは、肺の
画像診断は
ARDSに罹患した人工呼吸下の患者に対する基本であることを述べ
ています。
EITやCTは、ARDSやPEEPに反応した灌流再分布には一致した結果
を示した一方、 
腹臥位後の灌流再分布にはより一貫した結果では無かったた
め、EITを改善して
批准するためには、さらなる研究が必要であることを示してい
ます。
今月の注目すべき臨床研究は、酸塩基平衡異常に対するベット
サイド 
アプローチです。酸塩基状態に変化麻酔を受ける多くの患者は、
酸塩基状態
が変化します。それによって、麻酔科医に難問を投げかけます。
ハイリスク
患者は、とくに臨床的に重要な酸塩基変化があり、解釈と対応
が必要と

なります。麻酔科医は、酸塩基変化、変化の原因、介入効果の
本質と
臨床的重要性を理解する必要があります。デービット・ストー
リーは、
スチュワートアプローチは、麻酔科医が手術室における酸塩基
変化を
解釈して対応する上で、補助するシンプルで実用的なツールで
あると
述べています。
最後に、心臓手術に伴う急性腎障害（AKI）に注目します。AKI
は、
短期および長期死亡率、長期入院に関与しています。その要因
は、
よく解っておりません。AKIは、血清クレアチニンの増加と尿流
出の
減少のいずれか、あるいは両方で診断します。新しい生物マー
カーが
AKIを素早く診断し、素早く治療を実施することで予後改善に導
く可能性
があります。最近の臨床試験では、目標指向型酸素投与の利点、
高体温灌流の回避、特定の輸液と薬剤投与戦略を論じていまし
た。
スリーカンス・クルク、ヤコブ・ラファエル、ハビア・ネイラ、
アマンダ・フォックス
によるレビューでは、心臓外科手術に関連するAKIの予防、予
測、治療の
促進と限界について焦点を当てています。
今月のトピックスを聞いていただき、ありがとうございます。今
月の情報が
あなた方にとって、有益であることを願っています。来月
は、2024年1月のトピックスでまた会いましょう。


